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今日のプラン

•1. eV ダークマター探索の現状 
•2. WINEREDによるeV-ダークマター探索の再提案
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Wave length

Leo V data

Tuc II  data

Radial velocities of the dSphs are much larger than the resolution of WINERED
Simbad, Inger et al 0002110
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Analysis with Doppler Shift: Earth frame
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Result: subtracting continuous spectra

約2hrsの観測で世界一
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Background significantly  
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DM? 引き残し？以下のようなものが約30
２回目の観測では天候に恵まれなかったが、それでも、Doppler shiftによって、かなり
候補を絞れている。
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今回の提案
ドップラー解析が有効的なので、第一候補は違う視線速度のSextans。 
それが難しいならば、以前観測した、LeoVの統計をためたい。

第1,2回目の観測:



想定観測モードおよび観測に関する要望
• WIDEモード（R=28,000）
• スリット幅 100um（Δv ~ 10 km/sec）、NDR=32
• OSO-nodding観測 （Sky領域は~15arcmin以上離れた領域に設定）
• ガイディングモード：オープンモード（WINEREDのガイディングが使えないため）
• 積分時間 : ~600sec/frame（前回の経験より）
• 標準星： 特別には取得の必要なし。絶対フラックスへの補正は同じrunで観測した

標準星のデータを用いて実施可能。

• その他： 残像の影響を最小限にするため、観測夜の最初の観測を希望
（夕方のキャリブレーションデータ取得も行わないことが望ましい）
他の観測で標準星の取得が行われる予定がない場合は、観測の最後に
標準星の取得を行う。Sextansの場合観測日は月からの離角が大きい
4/21 もしくは 4/25を要望する。



まとめ

• LeoVとTucanaIIの観測結果は一部発表済み（雑誌査読中）。ダークマター探
索の世界最高感度を得ることができた。 

• Doppler解析がとても有効であった。30くらいのダークマター候補ライン
(TucanaIIとLeoVで一致)があった。 

• 今回はSextansを第１候補として、さらにbackground/systematicsを抑え
たい。難しい場合、第２候補LeoVの２回目の観測を行い、統計を貯めたい。
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